
第３学年 社会科×総合的な学習の時間 学習指導案 

 

橋本市立高野口小学校 教諭 岡本 崇史 

 

１．単元名 

地域のお気に入りの場所を伝えよう！～わが町高野口の PR大使として～ 

 

２．単元の目標 

・地域の歴史や文化,自然,産業などの基礎知識を身に付け,地域の特性や魅力について理解

し,調査やインタビュー活動を通して,情報収集の方法を学び,適切に活用することができ

る。                               （知識・技能） 

・集めた情報をもとに地域の魅力を整理・分析したり,他者に伝えるために必要な資料を取

捨選択したりして表現力を高めることができる。        （思考・判断・表現） 

・地域の魅力を探究する活動に積極的に取り組み,PR 大使として自らの役割を果たそうとす

る態度を育み,地域への帰属意識や誇り,ふるさと愛をもち続ける姿勢を養う。 

（主体的に取り組む態度） 

 

３．単元について 

（１） 教材観 

本単元では、わが町高野口の PR 大使として『高野口大好き MAP（仮）』を作成する 

活動を通して,ふるさとを愛する心を育てることをねらいとしている。マップ作りで 

は、町探検の中で気付いたことを中心に自ら問いを立て、今と昔の町並みと比較しな 

がら、町の歴史にも注目させたい。また,必要に応じて調査（見学やインタビュー）を 

行い,ふるさとの魅力に気付くことができるような手立てとしたい。 

 また,運動会の表現運動で使用した『高野口 SAMBA（ウインズ平阪氏）』の楽曲を用

いながら替え歌の作詞をしたりダンスを考えたりして高野口への誇りと愛着をもつ

ことができるような動機づけとしたい。 

【キーワード】紀北地方の中心地／空海で有名な高野山の麓／和歌山と大阪の県境に

面した／紀ノ川が流れるパイルの町／春は庚申山のみごとな桜吹雪／夏には紀ノ川

のカッパ祭り※橋本市の「紀ノ川祭り」と橋本市高野口町の「紀ノ川カッパ祭り」が

統合し、2013 年に「紀の川橋本 SUMMERBALL」が誕生／世界に一つの僕らのふるさと／

もう一度この町見つめ直して など 

（２） 児童観 

本学級の児童は、１・２年生で町の自然や商店街について学習している。１年生で 

は、地域の自然や人との関わり,２年生では地域のお店との関わりをテーマに見学や 

体験を通じて学びを深めてきた。３年生になり,社会科で校区の学習をしたところ, 

多くの児童が町の公共施設について身近に感じているようだった。町探検では,４方 

位を意識しながら建物の位置関係を理解することができた。 

  今後は,高野口町の全体を把握した上で,地図記号を用いて公共施設をマップにま

とめたり,自分が大好きな場所を自信満々に紹介したりして,ふるさと愛が感じられ

るような機会をもつように支援していきたい。 



（３） 指導観 

本単元の指導にあたっては,まず高野口の町の様子を知ることから始めたい。児童の 

視点で,よく遊びに行く場所や通学路,危険な場所を洗い出し,自分の生活との関わり 

を感じたり,未来に残したい魅力について話し合わせたりしたい。知ることから始め, 

地域への思い入れを強くするためにも地域行事や交流会への参加を積極的に進めて 

いきたいと思う。そして,コミュニティスクール推進委員さんと協力し,児童のアイデ 

アを活かした活動を目指したい。 

また,過去・現在・未来のつながりを意識して,今自分たちには何ができるのかを考

えさせる活動の中で,ＥＳＤの見方・考え方を働かせて探究学習を進められるよう

「課題の設定」→「情報の収集」→「整理・分析」→「まとめ・表現」の４つの探究

のサイクルを回しながら,課題解決能力も高めていきたい。 

（４） ＥＳＤとの関連 

・本学習で働かせるＥＳＤの視点（見方・考え方） 

  有限性（限りがある）：地域に残る様々な「いいもの（有形・無形文化財や伝統など）

も,何もしなければ,将来無くなってしまう可能性がある。 

連携性（力を合わせて）：一人ではできないことも,同じ志を（共通の目標）もった人同

士で協力すれば大きなことも実現できる。 

責任性（責任を持って）：「いいもの（有形・無形文化財や伝統など）」を残すためには,

人任せにしないで自分事として捉え,行動に移すことが大事

である。 

・本学習で育てたいＥＳＤの資質・能力 

 【未来像を予測して計画を立てる力】 

→過去・現在・未来のつながりを意識して,今自分たちにできることを考える。 

 【つながりを尊重する態度】 

→地域の歴史的背景を学び,今と昔を比較することで様々な人とのつながりで今があると 

いうことを自覚し,尊重しようとする。 

→自分がよいと思ったことは積極的に行動に移すことができる。 

・本学習で変容を促すＥＳＤの価値観 

 【世代内の公正】 

→自分たちだけでなく,地域に関わるすべての人と協力して世の中のために自分たちにで 

きることを考え,行動する。 

 【世代間の公正】 

→大切に受け継がれてきたものは、次の世代へときちんと引き継いでいく責任が今の時代 

を生きる私たちにはある。 

 【幸福感に敏感になる、幸福感を重視する】 

→自分たちの世代だけが幸せであることが,将来的にも幸せであるとは限らない。 

・達成が期待されるＳＤＧｓ 

１１ 住み続けられるまちづくりを 

１６ 平和と公正をすべての人に 

１７ パートナーシップで目標を達成しよう 
 



４．単元の評価規準 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に取り組む態度 

① インターネットや図書 

資料を活用して,課題につ

いて調べている。 

② SDGs を意識したまちづ 

くりのよさについて理解し

ている。 

③ 地域の現状を捉え,地域 

のよさや魅力と課題の両面

があることを理解してい

る。 

④ 地域には,様々な立場の 

人がいることや,その人々

の思いや願いに気付いてい

る。 

⑤ 地域社会とのよりよい 

関わり方に気付いている。 

① SDGs 意識したまちづく 

りについて,必要な情報を

集め,わかりやすくまとめ

ている。 

② よりよいまちづくりの 

ために自分たちにできるこ

とを,様々な立場から考え,

課題を設定している。 

③ よりよいまちづくりの 

ために集めた情報を取捨選

択したり,比較したりしな

がら整理・分析し,具体的な

活動計画を考えている。 

④ よりよいまちづくりの 

ために自分たちにできるこ

とを,わかりやすく提案し

ている。 

⑤ 活動を通して,よりよい 

まちづくりのために自分が

携わる方法を考え,提案し

ている。 

① SDGs を意識したよりよ 

いまちづくりに関心をも

ち,進んで調べたり,考えた

りしようとしている。 

② 地域の現状や人々の思 

いや願いを基に,自分にで

きることを考え,活動して

いる。 

③ 活動を通して感じたこ 

とや,友達の提案を生かし,

自分にできることを考え,

活動している。 

 

５．単元構想図（全８８時間）※社会科１８時間＋総合的な学習の時間７０時間 



６．単元の指導計画（全８８時間）※社会科１８時間＋総合的な学習の時間７０時間 

次 
主な学習活動（〇） 

児童に期待したい反応（・） 
学習への支援（●） 

評価（△） 

備考（・） 

１ 

み
つ
め
る 

○みんなが生活している高野口の町を探検

し,町の課題と今後の見通しをつかむ。 

・シャッターが閉まっているお店が増えてき

ている。 

・地域の方の困り感に耳を傾ける。 

●まずは,社会科との関連を図り町の様子を

知ることから始めさせる。 

●気付いたことなどを全体で共有し,「この

ままではいけない」という気持ちを高めさせ

る。（自分事になれるかどうか） 

△ウ①② 

２ 

し
ら
べ
る 

○町探検での気付きや地域の方から寄せられ

た困り感などをもとに,見学やインタビュー

をする。 

・今後,今ある商店街はどのようになっていく

のだろうか。 

・地域の人はどのような思いをもっているの

だろうか。 

・わたしたちにできることはないだろうか。 

●自分たちの気付きをもとに,過去・現在・未

来について考えさせ,今何ができるのかを見

学やインタビューを通して考えさせる。 

●児童が見学やインタビューをしやすいよ

うに同じ考えをもつ児童同士でグループを

作り,見学やインタビューの支援を行う。 

※児童たちに見学依頼を行わせる。（電話・依

頼書） 

△ア①②

③④⑤ 



 

７.考察（成果と課題） 

（成果） 

・有限性（限りがある）, 連携性（力を合わせて）, 責任性（責任を持って）の ESD の３つ

の価値観に焦点を当ててきたことで,地域を愛する気持ちが芽生え,地域を大切にしようと

いう思いが行動に表れ始めた。（挨拶やゴミ拾い等） 

・児童の興味関心の高い場所を自己選択させることで,意欲的に質問内容を考える姿が見ら

れた。（普段利用している場所がどのような経緯で今に至っているのかもっと聞いてみたい、

今後どのような展開を考えているのか知りたい等） 

（課題） 

・社会科の授業で町探検を行ったが,「課題の設定」の場面で予想以上に時間がかかった。

その要因として,地域の方々と接する機会を十分にもつことができず,地域の方の生の声や

思いを十分に聞き取る機会をとることができなかったことが考えられる。 

・「地域を知ること」,「地域のことを他者に伝えること」,「自分たちが地域を好きになる

こと」等をテーマに ESD を始めたが,「高野口のまちが大好きだ！」という事前アンケート

とは裏腹にその気持ちを前面に出して活動することができている児童が少数だったので,

残念に思った。児童を「自分事」にさせるしかけづくりが不十分だったと振り返る。 

・児童の学習状況を把握し,適切な資料提示や外部講師との関わりをもつ機会のタイミング

を意図的に行えなかったことが心残り。今後の指導改善に努めたい。 

（今後の展望） 

・ESD を進めていくことで,他教科との関連を図り,授業内容を深めることができたり,教育

課程を効果的に実施したりすることができる。（カリキュラムマネジメント） 

・ESD を進める際に,単元構想図をかくことから始めると自分が思い描く指導内容の軸を見

つけ出すことができ,児童にとって有意義な学習活動になることが期待できる。 

・現在,「まとめ・表現」の段階で児童が主体的に活動できており,今後の変容が楽しみ。 

３ 

ふ
か
め
る 

○再発見した地域のよさ（魅力）をどのように

して伝えればより多くの人の心に訴えかけら

れるかを考える。 

・インターネットには載っていない切実な思

いを伝えるための効果的な方法を考えよう。 

・人の思いだけでなく,自分たちの町への思い

も綴れるようにしたい。 

・児童だけでなく保護者の意見も入れられる

といいかもしれない。 

●児童が自分たちで得た情報をもとに,「地

域のよさ（魅力）を伝える」という目的に立

ち返らせ,手段だけでなく,どのようにすれ

ば人の心に響かせられるかを考えさせる。 

●高野口のまちで育つ自分たちの提案や保

護者の思いも何かしらの形で伝えられるよ

うに促す。 

●調べてわかったことを他のグループや学

年と交流し,外部の視点を取り入れる。 

△イ①②

③④⑤ 

４ 

ひ
ろ
げ
る 

○地域のよさ（魅力）がいっぱい詰まった探検

マップ『高野口大好き MAP（仮）』を作成する。 

・地域で暮らす多くの人の心に呼びかけるマ

ップを作りたい。 

・観光マップとして,本校創立１５０周年記念

式典及び市制２０周年記念式典に使用しても

らおう。 

●伝えたいことを地域マップにまとめる活

動を通して,地域への帰属意識や愛着を育

て,自分たちにできることへの達成感を味合

わせたい。 

●達成したことをもとにふりかえりを行わ

せ,来年度以降の活動につなげられるように

する。 

△ウ③ 

・本校創

立１５０

周年×市

制２０周

年 



 


